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芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

快
晴
の
下
開
催
　

3
月
15
日
芦
北
海
浜
総
合
公
園
を
会
場

に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
（
距
離
は
３
キ
ロ
、５
キ

ロ
、１０
キ
ロ
、ハ
ー
フ
の
４
部
門
）開
催
さ
れ

１
２
３
７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
プ
ロ
ラ
ン
ナ
ー
の
川

内
優
輝
選
手
、本
大
会
に
は
ハ
ー
フ
の
部
に

出
場
し
、1
時
間
5
分
４０
秒
で
ゴ
ー
ル
。大
会

終
了
後
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
「
参
加
し
て

か
ら
初
め
て
の
晴
天
開
催
で
、芦
北
の
美
し

い
景
色
を
感
じ
な
が
ら
走
れ
た
。コ
ー
ス
も

特
徴
的
で
、地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
楽
し

め
る
大
会
だ
っ
た
。」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

「
速
く
走
る
に
は
特
別
な
才
能
よ
り
継
続
。

楽
し
み
な
が
ら
走
る
習
慣
が
成
長
に
つ
な
が

る
」と
話
し
ま
し
た
。

町
内
ラ
ン
ナ
ー
の
入
賞
者

　
５
キ
ロ　
中
学
生
男
子　
２
位　
新
村
遙

▶︎
青
空
の
下
、海
岸
沿
い
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー

▶
力
走
す
る
川
内
優
輝
選
手　
ゴ
ー
ル
付
近

▶︎
ハ
ー
フ
の
部
ス
タ
ー
ト

芦
北
高
校
生
の
住
ま
い
確
保
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

包
括
連
携
協
定
調
印
式

若
い
力
が
未
来
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　

三
者
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
展

　
芦
北
高
校
に
遠
方
か
ら
入
学
す
る
生

徒
の
住
ま
い
確
保
を
目
的
と
し
た
包
括

連
携
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
、行
政
、学
校
が
連
携
し
、地
域

の
空
き
家
を
活
用
し
た
住
環
境
の
整
備

や
見
守
り
体
制
の
構
築
を
進
め
る
も
の

で
、地
域
活
性
化
と
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。株
式
会
社
松

下
組
が
空
き
家
の
改
修
と
管
理
運
営
を

担
い
、I
C
T
を
活
用
し
た
見
守
り
や

寮
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
な
ど
、多
方

面
か
ら
複
数
の
企
業
が
生
徒
の
生
活
を

支
え
ま
す
。

　
竹
㟢
町
長
は「
人
口
減
少
が
進
む
中
、

こ
の
取
り
組
み
は
地
域
の
未
来
を
支
え

る
大
変
意
義
深
い
も
の
」と
述
べ
、関
係

者
の
連
携
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

松
下
組
の
松
下
義
一
社
長
は
「
地
元

企
業
と
し
て
生
徒
の
役
に
立
て
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
」と
語
り
、地
域
貢
献

へ
の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、草
野
校
長
は
「
生
徒
が
安
心

し
て
学
べ
る
環
境
が
整
う
こ
と
は
大
き

な
力
に
な
る
」と
感
謝
を
述
べ
、今
後
の

発
展
に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
芦
北
高
校
と
芦
北
町
、株
式
会
社
共

立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
三
者
連

携
協
定
事
業
の
年
度
末
報
告
会
が
開
か

れ
、今
年
度
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。水
耕
栽
培
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
農
業
の
実
証
、農
業

人
材
育
成
な
ど
、産
学
官
が一体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て
課
題

を
考
え
、実
践
を
重
ね
る
姿
に
対
し
、出

席
者
か
ら
は
「
高
校
生
が
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
自
体
が
素
晴
ら
し
い
」と
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。生
徒
の
意
識
や

行
動
の
変
化
も
見
ら
れ
、将
来
に
つ
な

が
る
学
び
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
松
本
副
町
長
は
「
高
校
生
の
成
長
は

地
域
の
未
来
に
つ
な
が
る
」と
述
べ
、共

立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
小
山
哲
郎
社
長

も
「
芦
北
発
の
農
業
モ
デ
ル
を
全
国
へ

発
信
し
た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
に
よ
り
今
後
も
連
携
を

深
め
、地
域
課
題
の
解
決
と
新
た
な
価

値
創
出
を
目
指
し
て
い
く
と
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

▶
侍
の
コ
ス
プ
レ
で
走
る
参
加
者
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まちのわだいまちのわだい

百 歳 お め で と う

朝倉　トシさん（古石南）
大正１５年３月３０日生まれ

福島　アキエさん（井牟田２）
大正15 年３月２０日生まれ

まちのわだいまちのわだい
3/3 防

犯
功
労
者
表
彰
（
銅
賞
）
受
賞
を
報
告

　
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
の
防
犯
功

労
者
表
彰
（
銅
賞
）
を
受
賞
し
た
山

田
良
介
さ
ん
が
来
庁
し
、
竹
㟢
町
長

へ
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
る
少
年
補
導
活
動
な
ど
、
地
域

防
犯
へ
の
尽
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
関
係
者
か
ら
は
祝
福
と

と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
へ

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
引

き
続
き
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

3/16 三
校
の
思
い
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
　
学
校
建
設
募
金
を
贈
呈

　
大
野
・
湯
浦
・
内
野
小
学
校
か
ら
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
設
す
る
た

め
の
募
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
募
金
活
動
を
通
し

て
国
際
貢
献
の
大
切
さ
を
学
び
、
集

め
た
善
意
を
届
け
ま
し
た
。
大
野
小

学
校
の
宇
田
津
校
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
考
え
行
動
し
た
経
験
は
大

き
な
成
長
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
、

竹
㟢
町
長
も
「
目
に
見
え
る
形
で
支

援
で
き
る
意
義
は
大
き
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

3/16 あ
し
き
た
親
善
大
使
を
任
命 

相
撲
甚
句
会
が
魅
力
発
信
へ

　
芦
北
町
役
場
で
親
善
大
使
任
命
式

が
行
わ
れ
、
町
内
で
活
動
す
る
芦
北

町
相
撲
甚
句
会
が
新
た
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
2
年
間
で
、
活
動

を
通
し
て
各
地
で
芦
北
町
の
魅
力
発

信
を
担
い
ま
す
。
式
で
は
任
命
書
が

交
付
さ
れ
矢
野
副
会
長
は
「
名
誉
と

責
任
を
胸
に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

全
国
へ
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
こ
れ
ま
で
、
相
撲
甚
句
全

国
大
会
を
３
連
覇
す
る
な
ど
広
く
活

躍
し
て
い
ま
す
。

3/16 芦
北
高
校
総
合
支
援
事
業 

大
学
等
入
学
料
補
助
金
交
付
式

　
芦
北
町
役
場
に
お
い
て
、
芦
北
高

校
総
合
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
等
入

学
料
補
助
金
交
付
式
が
行
わ
れ
、
大

学
や
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
生
徒
4

人
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
し
て
下
田
隆
毅
さ
ん
に
交
付

決
定
通
知
書
が
手
渡
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
今
後
の
目
標
や
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
下
田
さ
ん
は
「
進
学
後
も
学

業
と
新
体
操
競
技
の
両
立
を
目
指

し
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
た

い
」と
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

3/24 本
年
初
の
ホ
タ
ル
を
確
認
　
ひ
と
足
早
い
夏
の
足
音

　
3
月
24
日
午
後
8
時
20
分
、
大
川

内
地
区
の
湯
蔵
院
川
で
、
ホ
タ
ル
保

護
監
視
員
の
吉
川
さ
ん
と
坂
田
さ
ん

に
よ
り
、
本
年
初
と
な
る
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
1
匹
の
出
現
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
は
3
月
1
日
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
の
出
現
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今

年
も
夜
の
川
辺
を
静
か
に
照
ら
し
始

め
て
い
ま
す
。

　
吉
川
さ
ん
は
「
幼
虫
の
生
育
も
良

く
、
今
年
は
多
く
の
ホ
タ
ル
が
見
ら

れ
そ
う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

4/9 町
内
の
小
中
学
校
で
入
学
式

　
町
内
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学

生
60
名
、
中
学
生
１
１
１
名
が
入
学

し
ま
し
た
。

　
佐
敷
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
徳

成
校
長
が
「
友
達
を
大
切
に
し
、
楽

し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
、
新
入
生
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

新
1
年
生
の
木
吉
由ゆ
な絆
さ
ん
は

「
た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
つ
く
り
、

勉
強
や
体
育
、
音
楽
な
ど
何
事
に
も

頑
張
り
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
へ
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

松本　レイ子さん（國見）
大正15 年３月１５日生まれ

松崎　コメさん（宮崎）
大正15 年３月２１日生まれ

志藤　正人さん（湯浦北）
大正15 年３月２０日生まれ

▶︎
入
学
し
た一年
生
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総額総額    

１
９
６
億
３
，２
８
８

１
９
６
億
３
，２
８
８
万
円
万
円

使用料・手数料（1.9％）
2億 3,181 万円

繰入金（12.0％）
14億 9,445 万円
分担金・負担金（0.4％）
5,184 万円

諸収入・財産収入・
寄附金（3.1％）
3億 8,575 万円
繰越金（1.6％）
2億円

町税町税（17.1％）（17.1％）
21億 3,573 万円21億 3,573 万円

各種交付金など（3.5％）
4億 4,674 万円

地方譲与税（1.3％）
1億 6,927 万円

議会費（0.8％）
1億 581 万円

商工費（5.2％）
6億 4,582 万円

予備費（0.1％）
576 万円

消防費（4.8％）
6億 216 万円

教育費（9.2％）
11億 4,808 万円

土木費（6.8％）
8億 4,564 万円

衛生費（9.4％）
11億 8,014 万円

公債費（10.1％）
12億 6,574 万円

農林水産業費（5.5％）
6億 8,387 万円

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
住
み
や
す
い
芦
北
町
を

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
住
み
や
す
い
芦
北
町
を

つ
く
る
た
め
の
新
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
ど
の

つ
く
る
た
め
の
新
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
ど
の

よ
う
な
財
源
が
あ
り
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

よ
う
な
財
源
が
あ
り
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

予算総額　１２５億円　
　　　　　　前年比 2 億円増（１.６％）

歳入歳入

歳出歳出

　歳入につきましては、自主財源となる町税を全国的な賃金の引上げ等により、前年度比
２，７９８万円の増となる２１億３，５７３万円を計上しました。
　その他、国県支出金に２７億１，６０１万円、地方交付税には３８億７千万円を計上し
ております。

令和 8 年度
当初予算

災害復旧費（0.3％）
3,686 万円

　　歳出につきましては、民生費に広域型介護施設等の移転改築整備の補助や
保育施設への運営補助のための給付の増額等により８億５，０９２万円増の
４１億５，５２２万円を計上しています。
　また、教育費に小中学校の ICT 機器更新、小学校普通教室の LED 化事業等
により１億１９９万円増の１１億４，８０８万円を計上しています。

一般会計 一般会計とは、町の行政運営に必要となる
基本的な経費を計上した会計のことです。

（　　）内は構成比（　　）内は構成比

国庫支出金（9.3％）国庫支出金（9.3％）
11億 6,199 万円11億 6,199 万円

町債（6.4％）町債（6.4％）
7億 9,840 万円7億 9,840 万円

県支出金（12.4％）県支出金（12.4％）
15億 5,402 万円15億 5,402 万円

地方交付税（31.0％）地方交付税（31.0％）
38億 7,000 万円38億 7,000 万円

総務費（14.6％）
18億 2,490 万円

民生費（33.2％）
41億 5,522 万円

●エビの陸上養殖にかかる試験養殖業務
●観光旅行商品造成業務

●児童館跡地公園整備基本計画策定
●１か月児健診扶助

●小学校普通教室の LED化
●小中学校のタブレット更新
●弓道場空調設備設置

●防災拠点センター整備事業
● AI オンデマンド交通
　　・公共ライドシェア実証

魅力あるしごとを創出します。

健康増進と福祉の充実を図ります。

誰もが学べる環境を充実します。

暮らしの安全を守ります。

参画協働のまちづくりを推進します。

令和令和　　 年度当初予算　 年度当初予算　主な取り組み

予算総額71億 3,288万円
会　計　名 令和８年度予算 前年度比

57 億 8,700 万円 ▲ 1.0％
国民健康保険事業 27 億 100 万円 ▲ 3.0％

介護保険事業 24 億 4,500 万円 ▲ 0.3％

町有温泉事業 １億 9,500 万円 3.2％

奨学資金貸付事業 2,100 万円 ▲ 4.5％

後期高齢者医療事業 4 億 2,500 万円 7.3％
13 億 4,588 万円 72.3％

水道事業 3 億 6,088 万円 3.4％
下水道事業（農業集落排水） 9 億 200 万円 164.5％
下水道事業（生活排水処理） 8,300 万円 ▲ 8.8％

合　　計 71 億 3,288 万円 7.6％

特別会計

　特別会計と公営企業会計の総予算額は 71 億 3,288 
万円で令和 7 年度と比較して 5 億 688 万円増加しま
した。主な要因は、下水道会計（農業集落排水）の芦
北処理場更新工事等に伴い事業費が増額したことよる
ものです。

特別会計（公営企業会計含む）

●地域おこし協力隊を増員（地域協力活動に
　取り組み、地域の活性化を図る）
●保育園留学業務

8
　町民一人当たりの歳出予算額は「86 万 111 円」
で、一人当たりの町税額は「14 万 6,957 円」と
なり、税負担の約５.9 倍の行政サービスが提供
されています。

◆町民1 人当たりに使うお金の内訳
• 議会費や予備費などに
• 魅力的なまちづくりや行政経営に
• 高齢者・障がい者・子育てに
• ごみ処理や病気の予防に
• 農林水産業の振興に
• 商工業や観光の振興に
• 道路や河川の整備に
• 消防活動や防災に
• 小中学校、図書館、生涯学習活動に
• 災害復旧に
• 借入金の返済に

※住基人口14,533 人（令和８年１月１日）で算出

町 の 予 算 を町 の 予 算 を
　町民一人当たりに置き換えると　町民一人当たりに置き換えると

7,677 円
125,570 円
285,916 円
81,204 円
47,056 円
44,438 円
58,188 円
41,434 円
78,998 円

2,536 円
87,094 円

公営企業会計

歳　出
１２5 億円

●窓口案内板（サイン）設置
●議会用のタブレット等購入
●公共施設予約システム導入

効率行政を推進します。

自主財
源

依
存

財源
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私
た
ち
芦
北
芳
柳
会
は
、優
雅
な
動

き
と
繊
細
な
表
現
を
大
切
に
し
た
舞
踊

で
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め

文
化
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

見
る
人
の
心
に
日
本
の
四
季
や
情

景
、そ
し
て
人
の
思
い
を
伝
え
る
た
め

に
年
に
1
回
、手
話
サ
ー
ク
ル
つ
ば
さ

と
共
に
主
催
す
る
合
同
発
表
会
の
ほ

か
、地
域
の
文
化
祭
や
祭
り
、福
祉
施
設

へ
の
慰
問
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、日

本
舞
踊
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、芦
北
芳
柳
会
は
舞
踊
を
通
じ

た
人
づ
く
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

礼
儀
や
姿
勢
、相
手
を
思
い
や
る
心
を

学
び
な
が
ら
助
け
合
い
、温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、第
2
・4
火
曜
日
の
午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で
、き
ず
な
の
里
や
女

島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
、総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
稽
古
し
て
い
ま

す
。現
在
、メ
ン
バ
ー
は
男
性
2
名
、女

性
9
名
で
活
動
し
て
お
り
、初
心
者
で

も
踊
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

芦
北
町
文
化
団
体
の
紹
介

 『
芦
北
芳
柳
会
』日
本
舞
踊

れ
ば
大
歓
迎
で
す
。和
気
あ
い
あ
い
楽

し
ん
で
稽
古
を
し
て
い
ま
す
の
で
、発
表

会
に
向
け
て一緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。体

験
見
学
は
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
広
報
誌
が
出
る
直
前
の
4
月
4

日
（
土
）に
手
話
サ
ー
ク
ル
つ
ば
さ
と
の

合
同
発
表
会
を
芦
北
町
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、多
く
の
方
の
前
で

舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。来
年
以
降
も

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、皆
さ
ま
、ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

＊
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
☎︎
０
９
６
６
（
８
７
）１
１
７
１

▶
発
表
会

　

本
校
で
は
、生
徒
１
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、芦

北
町
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。制
服
・体
操
服
・実
習
服
な

ど
の
被
服
準
備
費
や
教
科
書
購
入
費
の

補
助
に
加
え
、新
た
に
現
代
の
学
び
に

欠
か
せ
な
い
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
購
入
費
も
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、I
C
T
を
活

用
し
た
先
進
的
な
学
習
環
境
を
生
徒
全

員
に
平
等
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、農
林
業
や
福
祉
分
野
の
最

新
機
器
を
活
用
し
た
講
習
会
な
ど
に
も

支
援
を
活
用
し
、専
門
家
を
招
い
た
実

践
的
な
学
び
の
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
芦
北
町
か
ら
の
総
合

的
な
支
援
に
よ
り
、生
徒
た
ち
の
学
び

は
よ
り
深
ま
り
、将
来
へ
の
可
能
性
が

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、町
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
い
う
「
芦
北
の

温
か
さ
」の
表
れ
で
す
。芦
北
高
校
は
、

「
知
っ
て
良
か
っ
た
！

　
　
　
　

芦
北
高
校
」

芦北高校HP

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
力
に
、地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
今
後
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。詳
し
く
は
本
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▶︎
制
服

▶︎
V
R
体
験

▶︎
ド
ロ
ー
ン
講
習
会

【
課
長
級
】

■
税
務
課
長
　
溝
俣
圭
一（
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
課
　
課
長
）
■
建
設
課
長
　
宮
島
昭

典（
教
育
課
　
課
長
）
■
教
育
課
長
　
遠
山

淳
二（
教
育
課
　
課
長
補
佐
）
■
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課
長
　
冨
永
光
輝（
健
康
福

祉
課
　
課
長
補
佐
）

【
特
定
審
議
員
】

■
総
務
課
特
定
審
議
員
　
蓑
﨑
貴
生（
熊
本

県
警
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
税
務
課
長
補
佐
　
宮
本
賢
治（
総
務
課
　

情
報
管
理
係
　
係
長
）　
■
健
康
福
祉
課
長

補
佐
　
川
田
康
幸（
上
下
水
道
課
　
課
長
補

佐
）　
■
上
下
水
道
課
長
補
佐
　
村
上
雅
彦

（
上
下
水
道
課
主
幹（
水
道
係
長
））　
■
教
育

課
長
補
佐
　
坂
本
吉
寛
　（
総
務
課
主
幹（
監

理
管
財
長
））

【
指
導
主
事
】

■
教
育
課
指
導
主
事
　
塩
根
暁（
熊
本
県
教

育
委
員
会
）

【
主
幹
級
】

■
総
務
課
主
幹
・
監
理
管
財
係
長
　
山
川
茂

夫（
建
設
課
　
計
画
係
　
係
長
）
■
税
務
課

主
幹
・
固
定
資
産
税
係
長
　
田
中
清
美（
議

会
事
務
局
　
書
記（
主
幹
））
■
建
設
課
　
▼

主
幹
・
計
画
係
長
　
中
村
圭
一
郎（
建
設
課

主
幹（
住
宅
係
長
））
▼
主
幹
・
建
築
係
長
　

濱
崎
一
心（
同
係
長
）
■
教
育
課
主
幹
・
学

校
教
育
係
長
　
白
本
辰
吾（
総
務
課
総
務
係

係
長
）

【
係
長
級
】

■
総
務
課
　
▼
危
機
管
理
防
災
室
係
長
　
一
田

貴
臣（
企
画
財
政
課
　
復
興
創
生
推
進
室
地

方
創
生
係
　
参
事
）
▼
総
務
係
長
　
江
口
赴

文（
企
画
財
政
課
　
財
政
係
　
係
長
）
▼
情

報
管
理
係
長
　
橋
本
雄
一
郎（
同
　
参
事
）

▼
D
X
推
進
係
長
　
橋
口
卓
矢（
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
　
参
事
）
■
企
画
財
政
課
　

財
政
係
長
　
小
川
宏
達（
総
務
課
　
危
機
管

理
防
災
室
　
係
長
）
■
住
民
生
活
課
　
総
合

窓
口
係
長
　
渕
上
由
香（
教
育
課
　
学
校
教

育
係
　
係
長
）
■
健
康
福
祉
課
　
▼
高
齢
者

社
会
福
祉
係
長
　
橋
本
恵
実（
同
　
参
事
）

▼
障
が
い
者
福
祉
係
　
内
田
照
也（
税
務
課

長
）
■
農
林
水
産
課
　
農
業
委
員
会
係
長
　

白
菊
大
志（
健
康
福
祉
課
　
障
が
い
者
福
祉

係
　
参
事
）
■
建
設
課
　
住
宅
係
長
　
立
邊

義
広（
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
社
会
福
祉
係

係
長
）
■
上
下
水
道
課
　
▼
水
道
係
長
中
山

伸
広（
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　
係
長
）

▼
下
水
道
係
長
　
下
田
洋
介（
芦
北
町
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
）
■
教
育
課
　
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
　
瀧
山
敬
三（
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
係
長
）

■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
　
ス
ポ
ー
ツ
・

生
涯
学
習
推
進
係
長
　
宮
島
誠
一（
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課
　
生
涯
学
習
係
　
係
長
）

■
議
会
事
務
局
　
書
記（
係
長
）　
宮
尾
扶
美

枝（
建
設
課
　
計
画
係
　
参
事
）

【
参
事
級
】

■
企
画
財
政
課
　
▼
復
興
創
生
推
進
室
復
興

ま
ち
づ
く
り
係
　
宮
本
直
弥（
農
林
水
産
課

林
務
水
産
係
）
▼
復
興
創
生
推
進
室
地
方
創

生
係
　
笠
本
尚
志（
農
林
水
産
課
　
農
政
係
）

▼
財
政
係
　
釜
千
秋（
教
育
課
　
学
校
教
育

係
）
■
税
務
課
　
▼
住
民
税
係
　
矢
野
雄
大

（
建
設
課
　
計
画
係
）
▼
固
定
資
産
税
係
　

黒
田
美
保
子（
会
計
室
　
会
計
係
）
▼
収
納

係
　
田
中
総
一
郎（
総
務
課
　
監
理
管
財
係
）

■
住
民
生
活
課
　
▼
総
合
窓
口
係
　
山
﨑
智

雄（
総
務
課
付
）　
▼
環
境
対
策
係
　
中
田
勝

史（
農
林
水
産
課
　
林
務
水
産
係
）
■
農
林

水
産
課
　
林
務
水
産
係
　
岡
田
太
樹（
住
民

生
活
課
　
環
境
対
策
係
）
■
建
設
課
　
計
画

係
　
小
川
美
樹（
税
務
課
　
住
民
税
係
）
■

会
計
室
　
会
計
係
　
東
絵
理
咲（
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課
　
生
涯
学
習
係
）
■
教
育

課
　
学
校
教
育
係
　
大
矢
聡（
企
画
財
政
課

財
政
係
）
■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
　
ス

ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
推
進
係
　
坂
田
宏
樹

（
税
務
課
　
収
納
係
）

【
主
事
級
】

■
総
務
課
　
▼
監
理
管
財
係
　
石
井
竜
太
郎

（
住
民
生
活
課
　
環
境
対
策
係
）
▼
D
X
推

進
係
　
前
川
明
宏（
住
民
生
活
課
　
総
合
窓

口
係
）
■
企
画
財
政
課
財
政
係
　
平
富
琢
朗

（
建
設
課
　
計
画
係
）
■
税
務
課
　
住
民
税

係
　
田
中
博
樹（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
係
）
■
住
民
生
活

課
　
▼
医
療
年
金
係
　
阪
口
友
一
朗（
税
務

課
　
固
定
資
産
税
係
）
▼
環
境
対
策
係
　
岩

本
翔（
健
康
福
祉
課
　
障
が
い
者
福
祉
係
）

■
健
康
福
祉
課
　
▼
こ
ど
も
未
来
・
健
康
推

進
室
　
こ
ど
も
家
庭
係
　
江
口
凌
平（
商
工

観
光
課
　
観
光
振
興
係
）
▼
高
齢
者
社
会
福

祉
係
　
尾
川
航（
税
務
課
住
民
税
係
）
▼
障

が
い
者
福
祉
係
　
竹
田
蛍（
住
民
生
活
課
　

総
合
窓
口
係
）、
二
俣
佑（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課 

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）
■
農
林
水

産
課
　
農
政
係
　
杉
村
希（
健
康
福
祉
課
　

こ
ど
も
未
来
・
健
康
推
進
室
　
こ
ど
も
家
庭

係
）
■
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係
　
矢
野

和
彦（
熊
本
県
派
遣
）
■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
　
▼
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
推
進
係

本
田
貴
紀（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
　
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
）、
山
下
直
也（
農
林
水
産
課

振
興
係
）
▼
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
　
荒
木
翼

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
）
■
熊
本
県
派
遣（
市
町
村
課
）
駒
走

健
大（
企
画
財
政
課
　
財
政
係
）

【
新
規
採
用
】

■
総
務
課
　
▼
秘
書
広
報
室
　
平
道
ゆ
り
か

▼
情
報
管
理
係
　
脇
山
隆
馬

■
住
民
生
活
課
　
総
合
窓
口
係
　
藤
本
窓
香

■
農
林
水
産
課
　
林
務
水
産
係
　
宮
島
利
華

■
商
工
観
光
課
　
観
光
振
興
係
　
鳥
居
祐
介

■
建
設
課
　
計
画
係
　
福
留
剛
　

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
け
）

平
田
秀
臣（
建
設
課
長
）

田
中
公
広（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
主
任
）

桑
村
留
美
子（
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
長
）

大
浪
和
典（
農
林
水
産
課
農
業
委
員
会
係
長
）

【
帰
任
】（
３
月
31
日
付
け
）

■
熊
本
県
警
　
谷
口
信
二（
総
務
課
　
特
定

審
議
員
）
■
熊
本
県
教
育
委
員
会
　
黒
田
治

（
教
育
課
　
指
導
主
事
）

令
和
8
年
度

　
町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
※（
　
）内
は
前
職
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お 知 ら せ 　 令 和 ８ 年 4 月 

農業集落排水処理施設・
合併浄化槽使用料の改定

農業集落排水処理施設使用料及び、合併浄
化槽の使用料を令和 8 年 6 月請求分から
改定します。
▶農業集落排水処理施設使用料（税込）

改訂前 改定後
基本使用料 1,100 円 1,430 円
1m3 あたり 110 円 143 円

▶合併浄化槽使用料（税込）
改訂前 改定後

5 人槽 3,142 円 3,960 円
6 〜8 人槽 3,456 円 4,400 円
10 人槽 4,085 円 5,170 円

１１〜１５人槽 4,713 円 5,940 円
３１〜４１人槽 14,142 円 17,710 円
※芦北町に合併浄化槽使用料を支払ってい
る人が対象。
将来にわたり安定したサービスを提供する
ため、農業集落排水処理施設および合併浄
化槽の使用料改定です。下水処理の費用は
本来、使用者の皆さんの使用料で賄うもの
ですが、現在は不足分を税金で補填してい
ます。近年は物価高騰により維持管理費が
増加しており、さらに施設の老朽化に伴う
改修・更新にも多額の費用が見込まれます。
また、使用料は農業集落排水が平成9年度、
合併浄化槽が平成21年度の改定以降、見直
しを行っていません（消費税改定を除く）。
問 上下水道課　下水道係
　　　　　　　　☎ 0966（83）9690

学校生活や
　　発達に関する相談会

小・中学校入学予定のお子様や現在就学中
のお子様の学校生活上の困りごとや発達に
関する不安、お悩みをお持ちのご家庭を対
象に「教育相談会」を開催します。

【田浦中学校区】
　日時　6 月 15 日（月）9:00 〜 17:00
　会場　芦北町地域活性化センター

【佐敷中学校区】
　日時　6 月 16 日（火）9:00 〜 17:00
　会場　芦北町総合コミュニティセンター

【湯浦中学校区】
　日時　6 月 17 日（水）9:00 〜 17:00
　会場　芦北町総合コミュニティセンター
▶相談時間　30 分程度
▶申込方法　電話による事前予約※
▶申込期限　6 月 1 日（月）まで
問 芦北町教育課　学校教育係
　　　　　　　☎︎ 0966(87)1171
※子どもの発達状況やお困り感を事前に把
握し、相談内容に応じた適切な準備を行う
ため、電話による事前予約とします。

スポーツ・文化
　　　　振興事業補助金

スポーツや文化活動で上位大会に出場する
方や、クラブ活動を支援します。
○スポーツ振興事業補助金
◆��九州大会以上に出場する選手・監督の経

費を一部補助
◆�社会体育クラブの活動費を一部補助
◆�中学生の競技力向上のための下宿費等を

支援
○文化振興事業補助金
◆�九州大会以上の文化系大会・コンクール

出場者の経費を一部補助
▶両事業の対象者
◆町内在住者
◆町内小・中学校卒業の高校生まで
◆町内の社会体育クラブ
▶申請期限
　�大会開催日の 1 か月前まで
▶その他
◆�全国大会出場者や上位入賞者は役場本庁

舎国道３号側に横断幕を掲示
◆�優秀な成績の方は年度末に表彰・奨励金

あり
問 スポーツ・文化振興課
　　　　　　　☎︎ 0966(87)1171

妊娠を希望される方へ
不妊治療費を助成します

町では、妊娠を望まれるご夫婦の経済的負
担を軽減するため、生殖補助医療（体外受
精など）および一般不妊治療にかかる費用
の一部を助成しています。
○生殖補助医療
�◆�対象の治療
・�体外受精・顕微受精・保険適用の生殖補

助医療と併用して実施する先進医療
�◆�助成内容
・�夫婦 1 組につき、1 回の治療ごとに自己

負担の 35,400 円を超えた額
◆�申請期限
・治療終了日から６ヶ月以内
○一般不妊治療
�◆対象の治療
・一般不妊治療・人工授精
◆助成内容
・�夫婦 1 組につき、年度ごとに 25,000 円を

上限に助成
◆申請期限
・治療開始月から１年以内

▶両治療の対象者
◆�夫婦の双方またはいずれかが芦北町に

住所を有していること
◆�他の自治体で同一の助成を受けていない

こと
問 健康福祉課 こども未来・健康推進室
　　 健康推進係☎︎ 0966(83)9675

ホタルの出現見込

初夏の夜の風物詩である『ホタル』に会い
に出かけてみませんか？
▶鑑賞スポット
　内野川・湯蔵院川　　4 月下旬
　乙千屋川　　　　　　5 月中旬
　吉尾川　　　　　　　5 月下旬
　山神川・今村川　　　　 〃
　漆口川・漆川内川　　　 〃
▶鑑賞上の注意
　ホタルは強い光を嫌うので、スマート
フォンやカメラのフラッシュなどは使わな
いようにしましょう。
問 住民生活課　環境対策係
　　　☎ 0966（83）9665

帯状疱疹ワクチンの
　　　予防接種について

「まちだより」４月号でお知らせしましたワ
クチン接種の年齢が間違っておりました。
年齢 100 歳の対象者は
大正15年4月2日〜昭和2年4月1日に生ま
れた人が対象です。
問 健康福祉課 こども未来・健康推進室
　 　健康推進係　☎ 0966（83）9675

「ふるさとづくり
　基金運用事業」の申込

町内の各地域において活動している地域づ
くり団体や、今から継続的にまちづくりを
続けて行きたいと考えている方で、一定の
条件を満たすと、町の助成金が受けられま
す。対象事業には、スポーツ・文化振興・国際
交流・研修助成及び地域間交流事業などが
あります。
　申込期限5月22日（金）まで
問 企画財政課 復興創生推進室
　復興まちづくり係　☎ 0966（83）9647

連休中の施設等の営業
施設名 4/27

月
28
火

29
水

30
木

5/1
金

2
土

3
日

4
月

5
火

6
水

７
木

芦北・湯浦児童館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
湯浦温泉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘルシーパーク芦北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
計石温泉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大野温泉センター ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
御立岬温泉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
星野富弘美術館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町民総合センター × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
交流センター × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
温泉プール × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

コミュニティセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ふれあいツクールバスの運行 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × ○

清掃センター
ごみ収集 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
持込受入

○ ○ × ○ ○ × × × × × ○

芦北海浜総合公園 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【○：通常営業　×：休業日】

※田浦事業所（4/28日、30日は9：00〜12：00の受入）
※27日、28日、30日、１日は通常どおり受入れます（時間13：00〜16：00）

令 和 ８ 年 4 月 お 知 ら せ

結婚サポートセンター
　Lynk(リンク）の設立

八代市・氷川町と共同で、結婚を希望する人
を応援する「結婚サポートセンターLynk」
を八代市に開所しました。こちらでは、出会
いの機会づくりや相談支援等、各種サポー
トを行います。結婚を希望する人、婚活に興
味がある人はお気軽にご相談ください。
問 結婚サポートセンター Lynk
　　　　　　　　☎ 0965（33）3848

「こどもまんなか児童
　  福祉週間」について

「こどもまんなか児童福祉週間」はこどもた
ちが健やかに安心して暮らせる社会を目指
し、児童福祉について考える週間です。この
週間では、こどもたちの笑顔を守るために、
大人たちが協力しあい、より良い未来を作
ることを目的に様々な啓発活動が行われま
す。詳しくはこども家庭庁のホームページ
をご覧ください。
問 健康福祉課　こども未来・健康推進室
　　こども家庭係☎ 0966（83）9668

住宅等への危険木伐採に
補助金を交付します

対象者
 ・危険木の所有者または管理者
 ・�危険木が倒れることで、直接的な被害

を受ける恐れのある小屋等の所有者又
は管理者

対象経費
　危険木の伐採、撤去処分等に要する経費
補助金の額
　対象経費の 3/4（税抜）
補助上限
　30 万円
問 農林水産課 林務水産係
　　　　　　　　　☎ 0966（83）9658

生き生き大学の受講生募集

場所 講座内容（定員） 開催日時

コミュニティセンター

暮らしのための講話
※�健康や交通安全など、安心して暮ら

すための講話を予定
偶数月第２水曜日
10：００〜12：００

ヨガ①②（各10 名）
第２水曜日

①13：30 〜14：３０
②14：30 〜15：３０

舞踊・民謡カラオケ・園芸（各15 名） 第２木曜日
10：00 〜12：00

スマホ教室【基礎】（20 名） 第２木曜日
10：00 〜12：00

スマホ教室【応用】（20 名） 第２木曜日
13：３0 〜14：30

健康リズム体操（20 名） 第3 木曜日
10：00 〜11：00

多目的研修センター ヨガ（20 名） 第３水曜日
13：30 〜14：３０

大野出張所 出張スマホ教室（10 名） 第４水曜日
13：30 〜15：３０

吉尾出張所 出張スマホ教室（10 名） 第４木曜日
13：30 〜15：３０

対 象 者　町内在住60 歳以上
開催期間　令和8 年6 月〜令和9 年2 月（月1 回／全9 回）
　　　　　園芸、スマホ教室、暮らしのための講話は全4 回
申 込 先　コミュニティセンター・田浦支所・各出張所で受付
　　　　　２次元コードからも申込できます。
申込期限　5 月15 日（金）

受講生が5 名に満たない講座は開講しません。（出張スマホは3 名）
定員を超えた講座は、抽選になります。
問 芦北町総合コミュニティセンター　コミュニティセンター係
　　　☎ 0966（82）2213

申込先

障害のある方の
　　　　職業訓練

対�象者　身体（聴覚・上肢・下肢・内部）
知的、精神、発達、難病、高次脳

内�容 PC の基礎的操作、office 基礎から実
践を学習。コミュニケーションにスキル
や能力取得を目指します。

経費　テキスト代 10,890 円（税込）程度
場所　PC クリエイト八代教室
訓練期間　7 月 1 日〜 9 月 30 日
募集締切　5 月 29 日
問 熊本県立高等技術専門校
　　　　　　　　　☎ 096（377）8300
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
森も
り
や
す安
千ち
な
み波
で
す
。

　
福
岡
県
出
身
で
、
医
療
機
関
や
就
労

支
援
、飲
食
業
な
ど
、人
と
関
わ
る
仕
事

に
幅
広
く
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
持
ち

ま
す
。も
と
も
と
動
物
が
好
き
で
、「
い
つ

か
動
物
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」と

考
え
て
い
た
中
、訪
れ
た
芦
北
町
の
豊

か
な
自
然
に
「
一
目
惚
れ
」し
、移
住
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、協
力
隊
O
B
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、鳥
獣
の
生
態
や
捕
獲
技
術

を
学
び
、現
場
で
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。山
林
で
は
樹
木
の
皮
が
剥

が
れ
る
被
害
、農
地
で
は
作
物
被
害
な

ど
、深
刻
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

対
策
の
重
要
性
を
強
く
実
感
し
て
い
ま

す
。一
方
で
、く
く
り
罠
の
設
置
や
重
い

機
材
の
運
搬
に
苦
戦
す
る
な
ど
、日
々

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
経
験
を
積
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
は
猟
友
会
の
活
動
支
援
に
加

え
、I
C
T
や
I
o
T
技
術
の
活
用
に

よ
る
捕
獲
の
効
率
化
に
も
挑
戦
し
、現

場
の
知
恵
と
新
た
な
技
術
を
組
み
合
わ

せ
た
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。前
職

で
培
っ
た
「
現
場
に
寄
り
添
う
姿
勢
」を

大
切
に
、一つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
向
き
合

い
な
が
ら
、地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
担

い
手
と
し
て
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

有害鳥獣対策
　　　推進応援隊

森安 千波

　
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
協
力
隊
と
し
て
ご

縁
を
頂
い
て
、
う
た
せ
船
に
深
く
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
秋
に
小
型
船
舶
操
縦

免
許
を
取
得
後
、
実
際
に
乗
船
し
、
ア
シ

ア
カ
エ
ビ
を
狙
う
底
引
き
網
漁
の
補
佐
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
５
か
月
間
の
経
験
を

振
り
返
り
、
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
う
た
せ
船
漁
で
重
要
な
の
は
風
と
潮
で

す
。
不
知
火
海
は
引
き
潮
時
に
北
か
ら
南

へ
潮
が
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
朝
、
コ

チ
風
と
呼
ば
れ
る
東
風
が
海
に
向
か
っ
て

吹
き
抜
け
た
後
、
風
は
北
寄
り
に
変
化
し

船
は
そ
の
風
に
乗
っ
て
網
を
曳
き
ま
す
。

　
引
き
潮
と
北
風
が
重
な
る
と
網
を
曳
く

距
離
が
伸
び
、
基
本
的
に
そ
の
距
離
と
エ

ビ
の
漁
獲
量
は
比
例
し
ま
す
。
5
時
間
で

鶴
木
山
付
近
か
ら
湯
の
児
ま
で
流
れ
た
日

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
つ
が
揃
う
機

会
は
月
に
数
回
ほ
ど
。
そ
の
為
、
漁
師
の

方
は
良
い
北
風
を
狙
っ
て
漁
に
出
ま
す
。

　
海
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

網
を
増
や
せ
ば
、
エ
ビ
も
沢
山
獲
れ
る
の

で
は
？
「
そ
の
分
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
距

離
が
伸
び
な
い
。」
も
っ
と
帆
を
上
げ
て

ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
ば
ど
う
か
？
「
速
す

ぎ
る
と
海
底
の
網
が
浮
き
上
が
り
、
エ

ビ
が
入
ら
な
い
。」
海
で
は
風
向
き
も

風
力
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
ま
す
。

　

な
ぜ
帆
を
上
げ
下
げ
す
る
の
で
す

か
？
「
風
が
変
わ
っ
て
も
船
の
速
度
を

保
つ
必
要
が
あ
る
。
速
度
が
変
れ
ば
網

が
グ
ラ
つ
い
て
し
ま
う
。」
網
の
状
態

を
常
に
想
像
し
、
船
を
操
り
ま
す
。

　
「
昨
日
は
雨
だ
っ
た
。
今
日
は
風
が

強
い
は
ず
だ
。」「
港
の
海
面
が
揺
れ
て

い
る
。
こ
ん
な
時
は
沖
で
い
い
風
が
吹

い
て
い
る
。」「
向
こ
う
の
海
が
黒
く

な
っ
た
。
風
が
来
る
。」
経
験
に
基
づ

く
予
想
が
的
中
し
、
船
に
エ
ビ
が
跳
ね

上
が
る
様
子
を
何
度
も
見
ま
し
た
。

　
残
る
う
た
せ
船
は
８
隻
。
し
か
し
そ

の
技
術
と
知
識
の
貴
重
さ
は
、
数
で
は

表
せ
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
2
年
目
、
専
門
分
野
の
観
光
業

で
う
た
せ
船
に
何
が
で
き
る
か
、
引
き

続
き
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

観光うたせ船支援
平田　直人

図 書 館 だ よ り図 書 館 だ よ り新着図書ピックアップ新着図書ピックアップ

絵本の
読 み 聞 か せ
開催日　第２日 曜 日
時　間　
 
場　所　子どもの広場

①１１：００
②１４：００

【開館時間】　火・木・金 10:00 〜18:00 
　　　　　　 　 水　　 10:00 〜20:00 
　　　　　　土・日・祝   9:00 〜17:00

【休館日】  月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）

【貸　出】 2 週間以内・ひとり10 冊まで
　　　　   雑誌やマンガもあります

●今月のイチ押し

今月の
図書館企画

　・一日のスタートはよい朝ごはんから
　・九州お出かけガイド特集
　　〜本棚から出発！九州ぐるっと旅〜
　・ガーデニング特集
　　〜育てる時間がいちばん幸せ〜

　毎年毎年、誕生日を迎えるたびに、「ま
さかこんな仕上がりになるとは思わなった
…」と拍子抜け。「あなたの誕生日ケーキは、
もはや発火の恐れがある。」今年の誕生日
に送られてきたカードに大笑い。心の中や
世の中に対するもやもやを言語化し、絶大
な支持を持つ著者も５０代。加齢を明るく
笑い飛ばす、自己受容のヒント満載のエッ
セイ集。

『ねえ、ろうそく多すぎて
　　誕生日ケーキ燃えてるんだけど』

ジェーン・スー 著　光文社

新着図書アフター・ユー 一穂　ミチ

白露 今野　敏

あたしがわたしじゃなくなれば 汐見　夏衛

子供部屋同盟 高橋　弘希

世界はきみが思うより 寺地　はるな

推しとともに去りぬ 成田　名璃子

とどけチャイコフスキー 中山　七里

成瀬は都を駆け抜ける 宮島　未奈

I（アイ） 道尾　秀介

吾も老の花 阿川　佐和子

「老害」と呼ばれたくない私たち 河合　薫

日本文化、寄り道の旅 彬子女王

ぼけてもいいよ 村瀬　孝生

江戸の読書図鑑 飯田　泰子

新コーチングが人を活かす 鈴木　義幸

正しい休み方の教科書 片野　秀樹

くせ毛はこれであかぬけます

衝撃的においしい豚肉レシピ 中村　奈津子

東京ディズニーリゾート完全ガイド

丸シール遊びBOOK すーたろうママ

名探偵コナン&理科探偵団　2 青山　剛昌

危険・有毒虫図鑑 平坂　寛

小学生のパンづくりブック 鈴木　あつこ

おいしいお米をつくりたい! 谷本　雄治

意味が分かると怖い写真 藤白　圭

注意読本 五味　太郎

パンダおかたづけでんしゃ いりやま　さとし

ねこがしんぱい 角田　光代

えっさほいさ たなか　ひかる

ミミナシホーイチ 小泉　八雲

◆ほかにもたくさん！ぜひ図書館へ！◆

小説・エッセイ

実用書

児童書

絵本

ケ
イ
ン
の
英
国
文
化
普
及

C I R

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

毎
年
春
に
、イ
ギ
リ
ス
で
は
イ
ー
ス

タ
ー
（
復
活
祭
）が
あ
り
ま
す
！
イ
ー

ス
タ
ー
と
い
う
の
は
、イ
エ
ス
・キ
リ
ス

ト
の
復
活
を
記
念
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の

日
で
す
。イ
ー
ス
タ
ー
の
前
に
は
40
日

間
の
レ
ン
ト
（
四
旬
節
）が
あ
り
、こ
の

期
間
中
、一部
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
断
食

を
し
た
り
、肉
・魚
・卵
を
食
べ
な
い
こ

と
に
し
た
り
、楽
し
み
に
し
て
い
る
も
の

を
控
え
た
り
し
ま
す
。 

レ
ン
ト
期
間
が

終
わ
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
ご
ち

そ
う
を
食
べ
て
お
祝
い
し
ま
す
。特
に
ラ

ム
肉
を
食
べ
る
の
が一般
的
で
す
。

 　
現
在
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
と
同
様
に
、

イ
ー
ス
タ
ー
は
宗
教
的
な
意
味
合
い
が

薄
れ
、西
洋
で
は
多
く
の
人
が
何
ら
か

の
形
で
祝
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
最
も一
般
的
な
の
は
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
贈
っ
た
り
受
け

取
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
で
き
た
大
き
な
卵
で
、イ
ー

ス
タ
ー
の
時
期
に
な
る
と
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
広
く
販
売
さ
れ
ま
す
。私

が
子
ど
も
の
頃
は
、友
人
や
家
族
か
ら

た
く
さ
ん
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
エ
ッ
グ
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
！

Kane Smith-Hodge
ケイン・スミスホッジ

　

 

５
月
10
日
に
、芦
北
町
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
特

別
な
イ
ー
ス
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
！
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、イ
ギ

リ
ス
の
イ
ー
ス
タ
ー
に
つ
い
て
学
び
、

伝
統
的
な
イ
ー
ス
タ
ー
の
デ
ザ
ー

ト
の
作
り
方
や
、イ
ギ
リ
ス
風
の
紅

茶
の
入
れ
方
も
体
験
で
き
ま
す
。 

興

味
の
あ
る
方
は
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
！

企
画
財
政
課

　
☎︎
０
９
６
６
（
８
３
）９
６
４
７

▶︎
冬
の
漁
で
使
う
「
桁
網
」
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◀
表
彰
式
記
念
撮
影

　
3
月
14
日
（
土
）
き
ず
な
の
里
で
、
星
野
富
弘
美
術
館
詩
画
公
募
展

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
入
賞
者
や
関
係
者
ら
約
８
０
人
が

参
加
。
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
星
野
富
弘
美
術
館
賞
の
各
部
門
別
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
詩
画
公
募
展
に
は
、
小
学
生
の
部
６
０
２
点
、
中
学
生
の
部

５
０
３
点
、
一
般
の
部
３
２
９
点
、
合
わ
せ
て
１
４
３
４
点
が
応
募
さ
れ

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
広
報
あ
し
き
た
３
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

星
野
富
弘
美
術
館
詩
画
公
募
展
　
表
彰
式

○『
第
19
回
星
野
富
弘
美
術
館
詩
画
公
募
展
入
賞
作
品
展
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
星
野
富
弘 

季
節
の
常
設
展『
春・初
夏
』開
催
中

期
間　
４
月
26
日（
日
）ま
で（
※
季
節
の
常
設
展
は
6
月
21
日（
日
）ま
で
）

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

休
館
日　
　

 

第
2・4
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

だより

国民健康保険税が変わります
　令和12 年度に実施される「県内全ての市町村の保険税率の統一」に向けて、税率の見直しを行いま
した。令和8 年度課税分から適用されます。

医療区分 後期分 介護分
所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割 所得割 均等割

現行 5．９0％ 16,700 円 19,800 円 ２．００％ 5,800 円 7,000 円 ０．８５％ 5,500 円
改正後 ６．５７％ 20,300 円 19,400 円 ２．３５％ 7,400 円 7,000 円 １．３８％ 8,900 円
県平均 ７．９１％ 27,626 円 18,671 円 ３．０５％ 10,622 円 7,179 円 ２．４２％ 15,796 円

※令和7 年度（7 月課税時）と比較すると、1 人当たり平均約9,000 円の増額となります。
※均等割・平等割は、世帯に応じて軽減 制度（７割・５割・２割）があります。
※18 歳に到達した年度末までの子の均等割額は、減免（軽減）されます。

1. 令和12 年度には、県内すべての市町村の税率が同じになる
　熊本県は、市町村間の保険税水準・医療費水準の標準化を図
り、「同じ所得、同じ世帯構成であれば、県内のどこに住んでい
ても同じ保険税となる」ことを目指しており、令和12 年度から
は県内すべての市町村の税率が同じになります。
　芦北町の税率は他市町村より低いため、段階的（令和8・10
年度）に税率を引き上げ、急激な税負担の緩和を図ります。

◎税率を引き上げる理由
国民健康保険税率を引き上げる理由は、次の2 つになります。

2. 本町の国保財政の健全化を図る
　芦北町の国民健康保険の運営は、現在「1 人当たりの医療
費は高いのに、保険税は低い」状態にあります。
加えて被保険者の減少により、保険税収入等は年々減少して
いるため、将来の運営に支障をきたすことが予測されます。
　将来も本町の国民健康保険を健全に運営するために、税
率を引き上げる必要があります。

子ども・子育て支援金の納付が始まります
　子どもや子育て世帯を社会全体で支えることを目的としており、医療保険に加入する全ての方に、保
険料とあわせて納付していただくことになります。

支援金の額 均等割
（被保険者1 人当たり）

1,200 円

所得割
（所得に対する税率）

０．２５％（上限額3 万円） ＝ ＋
※均等割は世帯に応じて軽減制度（７割・５割・２割）があります。
※18 歳に到達した年度末までの子の均等割額は、減免（軽減）されます。
※18 歳以上の加入者には、「18 歳以上均等割（20 円）」が加算されます。

後期高齢者医療費保険料率が変わります
　保険料率は2年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。
　令和8 年度からの保険料率は以下のとおりになります。

支援金の額 均等割
（被保険者1 人当たり）

1,400 円

所得割
（総所得金額等ー基礎控除）

０．２５％（上限額２万１０００円） ＝ ＋

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額】以下の世帯 ７割

【基礎控除額　＋　31 万円　×　被保険者数】以下の世帯 ５割
【基礎控除額　＋　57 万円　×　被保険者数】以下の世帯 ２割

年間保険料 均等割
（被保険者1 人当たり）

６３，０００円

所得割
（総所得金額等ー基礎控除）

１１．０６％（限度額８５万円） ＝ ＋

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額】以下の世帯 ７.2 割

【基礎控除額　＋　31 万円　×　被保険者数】以下の世帯 ５割
【基礎控除額　＋　57 万円　×　被保険者数】以下の世帯 ２割

※所得が低い方へは、均等割の軽減制度があります。

※所得が低い方へは、均等割の軽減制度があります。

子ども・子育て支援金の納付が始まります
　子どもや子育て世帯を社会全体で支えることを目的としており、医療保険に加入する全ての方に、保
険料とあわせて納付していただくことになります。

詳細な料金は、7 月に送付する「保険料決定通知書」をご確認ください。
　　　　　　　＊問い合わせ先　住民生活課　医療年金係　☎︎０９６６（８３）９６６４

詳細な税額は、7 月に送付する「国民健康保険税額決定通知書」でご確認ください。
　　　　　　　＊問い合わせ先　税務課　住民税係　　☎︎０９６６（８３）９６５０
　　　　　　　　　　　　  住民生活課　医療年金係　☎︎０９６６（８３）９６６４

子ども・子育て支援金は、次の６つの子育て政策に充てられます。

児童手当の拡充 妊婦のための支援給付 育児時短就業給付

育児期間中の
国民年金保険料免除 出生後休業支援給付 こども誰でも通園制度

※子ども・子育て支援金の詳細については、こども家庭庁のホームページをご覧ください。
※�支援金の負担額は、国民健康保険・後期高齢者医療保険・健康保険組合ごとに異なります。

こども家庭庁
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小
川
　
勝
子

才
田
　
明

下
田
み
の
ぶ

竪
野
　
正
則

鳥
居
　
静
子

　
受
賞
し
た
チ
ー
ム
ミ
サ
ト
（
N
P
O

法
人
み
さ
と
）の「
W
A
R
A
B
I
T
O

（
和
楽
人
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　
６
０
０
年
以
上
続
く
「
佐
敷
諏
訪
神
社

例
大
祭
」は
、全
国
的
に
も
珍
し
い
『
わ

ら
び
餅
の
奉
納
』か
ら
幕
を
開
け
る
伝

統
行
事
で
す 

。か
つ
て
は
餅
作
り
が
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育
む
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
少
子
高
齢

化
で
担
い
手
が
減
り
、祭
り
の
「
始
ま

り
」そ
の
も
の
が
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　　
「
こ
れ
ま
で
芦
北
高
校
生
ら
と
連
携

し
、伝
統
を
次
代
へ
繋
ぐ
活
動
を
続
け

て
き
た
も
の
の
、令
和
2
年
7
月
豪
雨

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
そ
の
歩
み
は一時
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た 

。し
か
し
、令

和
2
年
7
月
の
水
害
で
泥
を
か
き
出
し
再

建
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、地
元
の
絆
、そ

し
て
町
外
か
ら
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
多

く
の
方
々
と
の
『
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
』

だ
っ
た
」と
N
P
O
法
人
み
さ
と
代
表
の一

川
大
輔
さ
ん
は
話
し
ま
す 

。こ
う
し
た
地

域
内
外
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
今
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
力
強
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
歩
と
し
て
、今
年

の
佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
で
は
「
奉
納
わ

ら
び
餅
」を
限
定
販
売
し
ま
す 

。こ
の
販

売
収
益
は
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
伝
統
に
触
れ
る
「
出
張
わ
ら
び

餅
作
り
体
験
教
室
」の
運
営
な
ど
、継
承

活
動
に
活
用
し
ま
す
。現
在
、芦
北
産
の
わ

ら
び
粉
の
使
用
は
わ
ず
か
「
1
％
」が
限

界
で
す
。こ
の
「
1
％
」を
１
０
０
年
か
け

て
「
１
０
０
％
」へ
と
育
て
て
い
く
挑
戦
で

す
。た
だ
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、文
化
を

支
え
る
「
継
承
者
」と
し
て
、芦
北
の
誇
り

を
次
世
代
に
紡
ぐ「
W
A
R
A
B
I
T
O
」

の
味
を
ぜ
ひ
会
場
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

「
W
A
R
A
B
I
T
O
（
和
楽
人
）プ
ロ
ジ
ェク
ト
」

　
　
　
　

芦
北
町
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

風
に
乗
り
梅
の
花
び
ら
舞
い
落
ち
て
深
ま
る
春
の
助
走
と
な
れ
り

一
面
の
菜
の
花
畑
は
満
開
に
蝶
も
舞
い
来
る
穏
や
か
な
午
後

太
刀
魚
の
煮
付
け
は
十お

八は

番こ

照
り
照
り
に
十
三
分
で
母
に
届
け
る

大
関
山
萌
え
る
若
葉
は
う
す
み
ど
り
鶯
の
音ね

も
春
を
告
げ
い
る

桜は

花な

の
下
村
人
た
ち
と
戯
れ
し
日
の
懐
し
き
花
便
り
聞
く

芦

北

短

歌

会

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏連携イベント情報

芦北町・水俣市・津奈木町広域連携イベント情報

氷川町

水俣市
入場料無料！美しいバラを見に行きましょう！
▶︎日時　４月25日（土）〜５月17日（日）
▶︎場所　エコパーク水俣バラ園
▶︎内容　�今年も800種5千株のバラが見頃を迎えます。

マルシェやバラの苗販売など
＊問い合わせ先
　ローズフェスタ実行委員会（事務局　水俣市役所経済
　観光戦略課内）　☎0966 （61）1629

▶日時　4 月 29 日（水）〜 6 日（水）
▶場所　道の駅「竜北」
▶内容
　�不知火みかん、サラ玉詰め放題や八代海産あさりの

販売、道の駅竜北オリジナル「晩白柚うどん・晩白
柚そうめん」のお披露目販売会など、ゴールデンウ
ィーク期間中イベント開催！

　5月4日（月）～6日（水）八代海産あさりの販売
　�5月5日（火）お楽しみすくいどり、こどもの日 苺の

デザートプレゼント
　�4 月 29 日（水）〜 5 月 6 日（水）「晩白柚うどん・

晩白柚そうめん」お披露目販売会
＊問い合わせ先　
　　　道の駅「竜北」☎0965-53-5388

第 41 回ふる郷愛鏡祭
▶️日時　5月24日（日）9：30開会
▶️場所　鏡支所・鏡文化センター周辺
▶内容　�畳投げ大会、魚のつかみ取り大会、じゃがいも

詰め放題、ジョギングフェスティバルなど
＊問い合わせ先　ふる郷愛鏡祭実行委員会事務局
　　　☎0965-52-2131
第21回 平家いずみお茶まつり
▶️日時　6月7日（日）9：30～15：30
▶️場所　道の駅　秘境の郷いずみ
▶内容　�特産品等展示販売（泉茶、ヤマメの塩焼きど）

手炒り釜茶作り、ステージイベントなど
＊問い合わせ先　平家いずみお茶まつり実行委員会
　　　☎0965-67-2730

八代市

子育て支援センター  （5 月の行事）

 11 日（月）①ベビーマッサージ
 15 日（金）②ふれあいヨガ
 21 日（木）③いただきます（保育園のごはんを食べます）
 25 日（月）④粗大遊びを楽しもう！
※①②③④要予約　①②先着 5 組　③先着 3 組

《田浦保育園》

＊問い合わせ先　☎ 0966（87）0034

《あしきた・まちのこども園》
７（木）〜８日（金）母の日のプレゼントづくり
19 日（火）クッキングを楽しもう
26 日（火）あしきた・まちのこども園に遊びに行こう

◦子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
◦子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。

＊申込・問い合わせ先　☎ 0966（82）3044

児童館からのお知らせ（5 月の行事）

▶︎日時　５月２日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　�色画用紙を使ってオリジナル兜を作ります。
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎ 0966（82）3036

▶︎日時　5 月５日（火）10：30 〜 12：00
▶︎内容　玉入れやリレーなどミニ運動会を行います。
＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎ 0966（86）0074

《芦北児童館》 《湯浦児童館》
「かっこいい兜を作ろう！」 「ミニ運動会！」

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00

利用時間  毎週 火曜日〜日曜日　 10:00 〜 18:00（月曜休館・月曜が祝日の場合は火曜日）

玉ねぎが主役の玉ねぎを愛するイベントです！
▶️日時　4月25日 （土）１０：００〜１６：００
▶️場所　つなぎ百貨堂広場
▶️内容　�東京インドカレーの名店「デリー」による新作「エ

ビカレー」をはじめとするグルメや玉ねぎの販
売、新商品のお披露目など

＊問い合わせ先
　つなぎ百貨堂広場　☎0966 （78）2000

津奈木町 第 2 回玉ねぎ大騒ぎ水俣ローズフェスタ・春２０２６

第 41 回ふる郷愛鏡祭 &
　第 21 回平家いずみお茶まつり

道の駅「竜北」
　ゴールデンウイークイベント開催

　【
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】

　
「
水
害
や
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、皆
さ
ま
と

の
絆
で
今
年
度
再
始
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。６
０
０
年
の
伝
統
を
１
０
０
年
先
へ
繋

ぐ
た
め
、こ
の
文
化
を
共
に
育
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。例
大
祭
の
4
月
28
日
に
境

内
で
販
売
し
ま
す
。芦
北
の
伝
統
を一緒
に
紡

い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

芦 北
　警察署

令和 8 年 4 月から自転車も
　　　　　　青切符が適応されます！

林野火災注意報・林野火災警報の
　　　　　　　　　　運用が始まりました。

R8.3.1 〜 3.31 受付分（敬称略）受付件数 28 件
　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

92
87
81
93
88
87
98
78
90
87
98
100
78
95
88
90
86
92
50
94
92
85
95
76
100

白岩
大尼田
乙千屋
吉尾

大川内南
湯浦南

小田浦 5
宮浦
丸山

湯浦北
米田
上町

岩屋川内
宮浦
白木
白木

乙千屋
東告
宮浦

湯浦東
海浦 2
計石東

田浦町 3
花岡北

井牟田２

3.6
3.6
3.8
3.8
3.8
3.9
3.11
3.11
3.14
3.14
3.15
3.16
3.16
3.17
3.17
3.18
3.19
3.19
3.19
3.24
3.27
3.29
3.30
3.30
3.31

ご冥福をお祈りします

　芦北町では、お悔やみ情報をLINE
で確認できます。
　スマートフォンにアプリを入れて、
芦北町公式LINE を登録ください。

人 口　　　１４，３６１人　 （− 104）
男 　　　　６，８１５人　 （− 57）
女 　　　　７，５４６人　 （− 47）

65歳以上　　　　６，９６４人　 （− 15）
世 帯 数　　　　６，７６８世帯  （− 18）

人口のうごき（R8.4.1 現在）（　）内は前月比

4/27 月
28 火
29 水 ・七浦てらさきクリニック　☎（82）5666

30 木
5/1 金
2 土
3 日 ・六車医院　☎（78）2012

4 月 ・竹本医院　☎（86）0075

5 火 ・芦北クリニック　☎（86）1200

6 水 ・松本医院　☎（82）2019
7 木
8 金
9 土
10 日 ・井上医院　☎（82）2503

11 月
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土
17 日 ・芦北とりかい眼科　☎（82）5881

18 月
19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日 ・宮島医院　☎（82）2254

イベント・当番医カレンダー

編
集
後
記

　
６
万
２
千
枚
。
こ
れ
は
何
の
数
字

で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
７
年
に
撮
影
し
た
写
真
の
枚

数
で
す
。
動
画
も
含
め
る
と
、
デ
ー

タ
容
量
は
約
１
テ
ラ
バ
イ
ト
に
な
り

ま
す
。
広
報
紙
で
実
際
に
使
用
す
る

写
真
は
、
１
号
あ
た
り
約
50
枚
。
年

間
で
見
て
も
、
使
わ
れ
る
の
は
ご
く一

部
で
、
実
に
９
割
以
上
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
シ
ャッ
タ
ー
を
切
り
続

け
る
の
は
「
い
つ
か
使
う
か
も
し
れ

な
い
１
枚
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ

の一瞬
の
た
め
に
、
何
枚
も
、
何
十
枚

も
撮
る
。
広
報
の
写
真
は
、
そ
ん
な

積
み
重
ね
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
紙
面
に
載
る
の
は
ほ
ん
の一部
で

す
が
、
そ
の
裏
に
は
、
町
の一年
分
の

記
録
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。（
田
中
）

　
今
年
入
庁
し
、
新
た
に
広
報
誌
づ

く
り
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
で
の
撮
影
や
記
事
作
成
な

ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
の
な
い

こ
と
に
取
り
組
み
、
日
々
、
難
し
さ

と
楽
し
さ
、
そ
し
て
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
田
中
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。（
平
道
）

R8.3.1 〜 3.31 受付分（敬称略）受付件数 2 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

拓海3.18鳥江　凪
なぎ

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区
男

お誕生おめでとう

湯浦南

火の使用制限とは？
 ・ 山林、原野において火入れをしないこと。
 ・ 煙火を使用しないこと。
 ・ 屋外に置いて、火遊び又は、たき火をしないこと。
 ・ 屋外においては、可燃物の付近で喫煙をしないこと。
 ・ 山林、原野において喫煙をしないこと。

反則金 12,000円　携帯電話の使用等

反則金　7,000円　遮断踏切の立ち入り
反則金　6,000円　信号無視（赤色等）
　　　　　　　　　車道の右側通行

沼田　ヒロ子
柿坂　重義
池田　和夫
山本　勝巳
佐藤　　德
田上　キヌ子
西村　次子
高峰　博美
末永　榮
塩森　喬
中村　クサノ
吉田　京子
岩本　隆明
丸山　ムツエ
白⻆　義春
白⻆　ケイ子
道㟢　時芳
告溝　スエ子
林田　克巳
馬場　ミツ
永松　益喜
古本　健助
井樋口チヅ子
川野　眞
福島　アキエ

反則金　5,000円　一時不停止
　　　　　　　　　無灯火
　　　　　　　　　ブレーキ不備等
　　　　　　　　　被側方通過車義務違反
　　　　　　　　　イヤホンの使用
　　　　　　　　　傘さし運転
反則金　3,000円　並走
　　　　　　　　　2 人乗り運転

自転車の交通違反を認知した場合、基本的には、現場での「指導警告」を行います。
ただし、交通事故の原因となったり、歩行者は他の車両にとって危険・迷惑となったり
するような「悪質・危険な違反」であったときは、取締りを行います。
指導取締りの基本的な考え方は、青切符導入後も変わりません。

林野火災注意報 林野火災警報
林野火災の予防上、注意を要す
る気象状況となった場合に発令

林野火災の予防上、危険な気象
状況となった場合に発令

努力義務 義務
火の使用制限に努めなければな
りません。

火の使用制限に従わなければな
りません。

水俣芦北
　広域消防本部
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869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
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町
大
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  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893
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再

生
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使
用
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　N
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発
行

日
／

令
和

8
年

4
月

21
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／（
資

）秀
文

社
印

刷
所

芦
北

町
HP

週
末

 
あ
ま
な
つ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

 
受
講
生
募
集

　
年
6
回
の
座
学
講
習
と
現
地
研
修
会
で
甘

夏
（
露
地
栽
培
）の
栽
培
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
者　
果
樹
に
興
味
が
あ
る
人

　
　
　
　
　
副
業
・兼
業
を
検
討
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　
初
心
者
・
園
地
な
し
で
も
受
講
可

開
催
日　
5
月
２４
日
（
日
）9
時
〜
正
午

場
　
所　
芦
北
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
無
料
（
当
日
は
作
業
着
・長
靴
）

申
込
締
切
　

5
月
１５
日
（
金
）ま
で

＊
申
込
・問
い
合
わ
せ
先

　
（
株
）田
の
浦
柑
橘
組
合

　
　
　
　
☎︎
０
９
６
６
（
８
７
）０
２
６
１

　
農
林
水
産
課　
農
政
係

　
　
　
　
☎
０
９
６
６︎
（
８
３
）９
６
５
６

稲
作
の

 

学
び
な
お
し

　
　
　

 

受
講
生
募
集

　
年
6
回
米
作
り
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、収
穫
ま
で
の
必
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
伝
授
し
ま
す
。

対
象
者　
稲
作
に
興
味
が
あ
る
人

　
　
　
　
　
水
稲
農
家

開
催
日　
5
月
17
日
（
日
）9
時
〜
正
午

場
　
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

�

無
料
（
当
日
は
、筆
記
具
・作
業

着
・長
靴
）

申
込
締
切
　

5
月
８
日
（
金
）ま
で

講

師　
（
株
）ア
グ
リ
津
奈
木

　
　
　
　
　
熊
本
県
農
業
普
及
指
導
員

　
　
　
　
　
J
A
あ
し
き
た

＊
申
込
・問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
水
産
課　
農
政
係

　
　
　
　
☎
０
９
６
６︎
（
８
３
）９
６
５
６

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

　
4
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、今
年
１
年
の
感
謝
と
地
域
の
安
寧
を
祈
る

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。武
者
行
列（
早
馬
）や
奉
納
芸
能
、

も
ち
投
げ
、赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
、奉
納
相
撲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

4
月
27
日
（
月
）

　
武
者
行
列 

１３
時
30
分
〜

　
奉
納
芸
能 

14
時
〜

　
も
ち
投
げ 

17
時
〜

4
月
28
日
（
火
）

　
奉
納
相
撲 

10
時
〜

　
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り 

11
時
〜

4
月
29
日
（
水
）

　
熊
本
県
少
年
親
善
相
撲
大
会 

9
時
〜

▶︎
祭
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
早
馬

▶
少
年
親
善
相
撲
大
会

▶
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り


